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PCG   自己紹介 
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 氏名： 北 村 友 博 （奈良市在住） 

 会社： ピークコンサルティンググループ株式会社 代表取締役 

 経歴： 大手機械部品メーカーにて生産，技術，管理，海外現法システム構築を 
      担当、理事・情報企画部長を経て、コンサルファームを設立、現在に至る 

 社外：  1984年 関西情報技術士会（PEAK/IT）を設立 
   2005年 (社)日本技術士会 副会長(～2009) 
    2008年 京都地裁専門委員(情報技術)，民事調停委員 
    2011年 関西大学環境都市工学部非常勤講師 

 資格： 技術士（情報工学部門），ＩＴコーディネータ 

 所属： 日本技術士会、日本生産管理学会、生産・物流システム研究会 

 専門：  ＩＳ運営，ＩＴビジネス改善，生産管理，工場改善，MOT など 

 著書： 生産管理システム構築のすべて(2010・日本生産管理学会賞) 
    プロコンサルタントのシステム力(2011・共著)，他 



PCG   中小製造業のコンサルティング 

中小製造業の生産管理の現状、および経営強化の一歩として
、現場の「見える化」ができる生産管理のあり方、コンサルティ
ングの要件について、事例を交えてご説明します。 

中小製造業の生産管理 

生産管理の課題 

生産管理パッケージ活用の難しさ 

生産管理システム導入コンサル 

 “ＰＤＣＡ”の機能と特徴(顧客篇) 
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PCG   日本の中小企業と小規模企業 
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明らかに生産性が劣る 

経産省「工業統計表」、総務省「事業所・企業統計調査」 (２００６年)による 

大企業 
1.2万社 
(0.3%) 

中小企業 
419.8万社 

99.7% 

従業員数(4,013万人) 

小規模企業 

その他 

小規模企業 
929万人 

23% 
 

小規模企業 

その他 

小規模企業 
366.3万社 

87% 
 

製造業付加価値額(108兆円) 

小規模企業 

その他 

小規模企業 
10兆円 

10% 

企業数(421万社) 



PCG   中小製造業は生産管理が弱い 

後継者がいない 

従業員が定着しない 

見積り精度が低い 

納期遅れが多発する 

品質が安定しない 

スループットが低い 

製品開発力が乏しい 

生産性が低い 

利益率が低い 

資金力に乏しい 

© All Rights Reserved T.Kitamura 5 

生産管理に 

起因する問題 

直接的、間接的に 

レッドオーシャン 
途上国との価格競争 

その結果 



PCG   生産管理システムとは 

設
計 

調
達 

生
産 

販
売

管
理 

経営層  経営戦略 

管理層  計数による部門最適化 

実務層  標準化による効率化 

Control and Management 

生  産 

管  理 

システム 

原材料に付加価値を加える経済行為 

現状を把握し最適化するための統制     

仕事を自動化する仕組み             
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製造業の５つの主要機能 

仕
入
先
・外
注 

経営戦略・経営計画 

④ 研究・開発・設計 

出来高・原価・品質 

顧 

客 

③ 

販
売 

 
② 生産 

資
材
倉
庫 

製
品
倉
庫 

品質・原価・納期・在庫・売上・技術・生産性 

基幹業務 

⑤ 管理 

製造業 

① 

調
達 
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PCG   

仕
入
先
・外
注 

経営戦略・経営計画 

④ 研究・開発・設計 

出来高・原価・品質 

顧 

客 

③ 

販
売 

 

② 生産 
資
材
倉
庫 

製
品
倉
庫 

品質・原価・納期・在庫・売上・技術・生産性 

基幹業務 

⑤ 管理 

製造業 

① 

調
達 
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工場コックピッド 

 今の状況を （兆候） 

 数字の変化で （計数） 

生産管理は生産の「見える化」が目的 
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PCG   「見える化」はPDCAでカイゼンに繫げる 
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Plan(計画) 目標とプロセス(手順･方法)の設定 

Do(実行)  目標を実現するためのプロセスを実施 

Check(評価) その結果を測定・評価 

Act(改善)  継続的な向上に必要な措置を実施、 
     次のサイクルに繋ぐ 

Act はCheck(評価)の結果、当初のPlanを継続（定
着）するか、修正するか、破棄するか決定する。 
これをカイゼンという。 

スパイラル(螺旋）状に、継続的な改善を行っていく 
ことを、スパイラルアップという。 

生産管理ソフト“PDCA”のネーミングの由来 
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カイゼンは「生産の４Ｍ」で実現する 

管理の３要素（Ｑ・Ｃ・Ｄ）は 

「結果」、生産の４Ｍをコン 

トロールしてカイゼンする  
工場管理 

 
 

品質 原価 工程    
管理 管理 管理 

 
 

作業・設備・資材・システム 
（マン・マシン・マテリアル・メソッド） 

 
 
 

財務管理・人事・労務管理・情報管理 
 
 

① ５Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・躾） 
② ３定（定位置・定品・定量）       

③ 標準化 
 

社内風土・モラル・志気・企業倫理・メセナ・・ 

カイゼン力は見えざる 

資産（インビジブル・ア 

セット）で決まる 

生産の４Ｍ 

管理の３要素（Ｑ・Ｃ・Ｄ） 
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PCG   カイゼンの３つの定石 

人と設備の稼動率は高いか 

三原主義が貫かれているか 

損益分岐点を把握しているか 

ＶＥ ＱＣ 

ＩＥ 

機能でモノを見ているか 

機能を開発しているか 

創造しているか 

設計段階で品質保証をしているか 

不具合の究明はできているか 

物事をデータで語る !! 
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PCG   ＭＲＰ中心の計画系に偏る 

2000年代 SCM 〔供給連鎖全体を最適化〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1990年代 ERP 〔企業全体の経営資源を最適化〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1980年代 MRPⅡ 〔生産に必要なすべての資源の最適化〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1970年代   ＭＲＰ  〔生産に必要な部材の所要量の計算〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資材所要量計画 
(MRP) 

 工程計画   資材調達  

基準生産計画 
(MPS) 

 部品表ＤＢ  
(BOM) 

在庫ファイル 
 

しかし生産管理の範囲はもっと広い 
© All Rights Reserved T.Kitamura 

1970年代にO.ワイトらが 
MRPの原型を作り上げた。 
Material Requirement Planning 

＝資材所要量計画 

ＩＢＭ社のCOPICS 
(1972年)が原型 
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PCG   生産管理パッケージは100製品以上ある 
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  インフォベック      アスプローバ     日立システムズ    大興電子通信 

   日立東日本ソリューションズ  ティーピクス研究所  東洋ビジネスエンジニアリング 

 電算システム    日本システムウェア      エクス           OSK 

ほとんどがMRP中心の 
 
 
 

計画系システム 

http://it-trend.jp/prd/id/1247
http://it-trend.jp/prd/id/1757
http://it-trend.jp/prd/id/1753
http://it-trend.jp/prd/id/1762
http://it-trend.jp/prd/id/1299
http://it-trend.jp/prd/id/1582
http://it-trend.jp/prd/id/1955
http://it-trend.jp/prd/id/722
http://it-trend.jp/prd/id/1365
http://it-trend.jp/prd/id/579
http://it-trend.jp/prd/id/2123


PCG   生産管理パッケージの現状 

© All Rights Reserved T.Kitamura 14 出典：ノークリサーチ生産管理パッケージ調査(2011年度) 

多くが中堅以上の企業を対象(導入総額は1千万～1億) 

提案～受注～導入～稼働まで６ヶ月から１年 

⇒他の業務システムに比べてユーザーの満足度が低い 

年商50億以下の製造業におけるシェア

電脳工場

TENSUITE

GLOVIA-C(SMART)

Explanner

SCAW

T-PiCS

GUI-PACK生産管理

CS-MORE

TECHS

その他(大半がオーダーメード) 



PCG   既存の生産管理パッケージの問題点 

年商10億以上の顧客を想定 

完成した生産管理システム 

要件～設計～導入が難しい 

ミドルウェアやハードが必要 

準備された以外の帳票は無理 

MRP（資材所要量計画）が中心 

システム変更はベンダー任せ 
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小規模製造業は未開拓 

固有ニーズへの柔軟性に欠ける 

顧客側にも専任のSEが必要 

導入費用が跳ね上がる 

必然的にアドオン開発となる 

MRPが不要な企業も多い 

維持・運用コストが高くつく 



PCG   
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一般的な生産管理のスコープ 

買掛残 

発注残 

在庫 

売掛残 

受注残 BOM 

売掛管理 
（請求、検収） 

在庫管理 
（材料・半製品・製品） 

納品管理 
（検収・支払） 

受注管理 
（内示･確定･変更） 

発注管理 
（購買・外注） 

出荷管理 
（受注消込、出荷指示） 

生産計画 
資材所要量展開（部品･工程展開） 

スケジューリング（負荷調整） 

原価管理 
（標準原価方式） 

工程管理 
（進捗管理） 

生産性管理 

得
意
先 

外
注
・仕
入
先 

内示データ 
 
 

確定受注データ 
 

（ＥＤＩ、メール、FAX） 
 

納品書 
 

（注文書兼納品書） 
 

（納期問合せ） 
 
 

検収明細書 
 

請求書 
 
 
 
 

発注書（兼外注発注） 
 

（納期問合せ） 
 
 

納品書 
 
 

検収明細書 
 
 

請求書 

製造現場 

作業指示   実績報告 

払出し 
 

生産実績 
出来高    カイゼン 

BOM 
（製品･部品） 

マスター管理 

© All Rights Reserved T.Kitamura 
「生産管理システム構築のすべて」より 
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生産管理システムの機能 

マスタ管理SS 

名称コード管理 

マスタ登録・更新 

原価生産性 

管理SS 

標準原価管理 

生産性管理 

作業分析･改善 

工程管理ＳＳ 

作業報告(ＰＯＰ) 

工程進捗管理 在庫管理SS 

入出庫管理 

棚卸管理 

生産計画SS 

基準生産計画(ＭＲＰ） 

工程計画(負荷調整) 

工程指示 

購買管理SS 

発注管理 

仕入管理 

買掛管理 

需要管理SS 

需要予測 

受注管理 

出荷管理 

売掛管理 

ＳＳ：サブシステム 

「生産管理システム構築のすべて」より 
17 



PCG   
成熟度レベル 現場改善 ＩＴ活用度 業務プロセス 経営風土 

レベル５ 
最適化 

されている 

経営方針に基づ
いて標準化と改
善が継続してい

る 

各レベルで必要
な情報が即時把
握され意思決定
できている 

全ての業務連鎖
が最適化され適
宜修正されてい

る 

環境に応じた経
営方針が打ち出
され全社に徹底
されている 

レベル４ 
管理 

されている 

作業の標準化が
守られ予実に基
づく改善がおこ
なわれている 

ＩＴ化された生
産管理が機能し
活用されている 

社内外の業務連
鎖が構築され管
理されている 

経営方針や事業
計画が全社に伝
達され予実管理
されている 

レベル３ 
明確なルール
が存在する 

業務ルールが明
確化され改善チ
ームが機能して

いる 

生産管理全般に
ＩＴが導入され

ている 

業務連鎖が明確
にルール化され
ている 

期毎に経営方針
の見直しと事業
計画が立案・実
行されている 

レベル２ 
部分的に実施 

されている 

部分的な標準化
と改善が行われ

ている 

業務の一部で個
別にＩＴが用い
られている 

大まかな業務連
鎖ルールはある
が一部で非公式
な慣習がある 

月度ごとの生産
目標は伝達され
ている 

レベル１ 
混沌の状態 

作業が標準化さ
れておらず改善
が見られない 

ＩＴインフラが
存在せず生産状
況が把握できて

いない 

業務の情報伝達
は組織ごとに途
絶している 

明確な経営方針
や生産目標が存
在しない 

成熟度に合ったシステムが必要 
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PCG   “PDCA”生産管理システム全体像 
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T.Kitamura 

材料在庫 仕掛・半製品 製品在庫 

部品表 

受注 
処理 

生産 
計画 

所要量
展開 

工程 
展開 

作業 
指示 

実績 
集計 

ＥＤＩ 
受取 

負荷 
調整 

工程 
能力 

品目 
マスタ 

購買 
発注 
検収 

管
理
業
務 

計画系システム 

段取 
生産 
検査 

実績 
報告 

仕掛 
搬送 

包装 出荷 
完成品 
検査 

資材 
受入 
検収 

外注 
受入 
検収 

現
場
業
務 

実行系システム 

19 

生産 
計画表 

作業 
指示書 

移動表 

ガント
チャー

ト 

受注 
一覧 

購買 
検討表 

生産 
実績表 

在庫表 

出荷 
指示書 



PCG   
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“PDCA”の生産管理機能 

① 受注管理  顧客の発注データ（Excel）を自社の受注ファイルに変換する 

② 生産計画  需要と在庫と進捗から次回の生産計画を作る(MPS) 

③ 所要量計算  BOM(部品表DB)で資材・部品の所要量を計算する(MRP) 

④ 工程展開  工程マスタを使って工程能力の所要時間を計算する(CRP) 

⑤ 負荷調整  工程・機械の負荷を調整して最適スケジュールを作成、 
     ガントチャート(がんすけ※)に表示する(スケジューラ) 

⑥ 作業指示  工程別の作業指示および現品票(移動票)を作る(MES) 

⑦ 実績集計  生産実績を収集・集計してガントチャートに表示する(MES) 

⑧ 購買管理  資材・部品の発注と納品管理および、資材の在庫管理 

⑨ 在庫管理  資材・仕掛半製品・製品の在庫管理ができる 

⑩ マスタ管理  見積り情報から製品別工程マスタを作成する 

20 

※ガントチャートソフト「がんすけ」 は、http://www.gansuke.com/ を参照 

http://www.gansuke.com/
http://www.gansuke.com/
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生産管理パッケージ“ＰＤＣＡ” 

すべてをExcel 

とVBAで開発 

21 



PCG   
中小製造業の受注はメール添付のＥｘｃｅｌデータまたはEDIデータが多い 

それを自社の受注台帳に入力するが・・・・・ 

転記時の工数だけでなく、しばしば転記ミスや洩れが発生 !! 

“PDCA”は、この段階の「転記のムダ」を取り除く 

顧客ごとに異なる様式の受注データを、自社様式に自動変換、転記する 

製品在庫を照合して引当することも可能です 

① 受注管理 

© All Rights Reserved T.Kitamura 22 

C社受注 

受注処理 B社受注 

A社受注 

A社用転記指示 
A社用転記指示 

A社用転記指示 

製品在庫 品目マスター 

自社受注台帳 

出荷指示 

生産計画 



PCG   

受注・販売予測 

次回基準生産計画 

品名 数量 

C00 56 

C10 0 

C20 120 

② 基準生産計画(MPS)の立案 

© All Rights Reserved T.Kitamura 

品名 数量 納期 

C00 50 2/10 

C10 200 2/26 

C20 250 3/05 

発注元 品名 数量 納期 

AAA電機 C00 100 2/10 

BBB機工 C10 150 2/26 

C製作所 C20 300 3/05 

23 

前回生産計画の進捗状況 

在庫状況 

受注から生産手配量を決定 

必要在庫量から生産手配量を決定 

前回の生産計画の進捗状況から、 

ロットまとめ/ロット分割をおこなって、 

次回の生産計画(MPS)を決定する 



PCG   

 

部品別必要量 

③ 資材所要量計画(MRP) 

© All Rights Reserved T.Kitamura 24 

品名 数量 納期 

C00 50 2/10 

C10 200 2/26 

C20 250 3/05 

〔次回基準生産計画〕 

C00(1) 

B1(1) C01(1) A1(4) 

C02(1) D2(2) 

C03(1) E3(1) 

C04(1) F4(2) 

C05(1) G5(12) 

〔BOM(部品表DB)〕 

品名 数量 

A1 16 

B1 0 

C05 20 

D2 56 

E3 0 

F4 120 

G5 765 

〔資材在庫状況〕 

〔資材発注計画〕 〔部品別生産計画〕 



PCG   ④ 工程展開 (CRP：設備能力所要量計画) 
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〔部品別生産計画〕 

工程展開 

機械ごとの所要工数計算 

(段取h＋加工工数h×ロット数) 

P1 P2 P3 P4 C00 

P1 P2 P3 P4 C10 

〔工程能力マスタ〕 

機械ごとに段取工数(固定h) 

と加工工数(比例h)を登録要 

〔工程別作業計画〕 
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未調整の作業計画 

調整済の作業計画 

© All Rights Reserved T.Kitamura 

⑤  負荷調整(工程・設備のスケジューリング) 

機械 工程 注文 着手 終了 

機ａ １ 部品Ａ ５/０７ ５/１０ 

機ａ １ 部品Ｂ ５/１６ ５/１８ 

機ａ １ 部品Ｄ ５/２２ ５/２５ 

機械 工程 注文 着手 終了 

機ａ １ 部品Ａ ５/０７ ５/１０ 

機ａ １ 部品Ｂ ５/１１ ５/１５ 

機ａ １ 部品Ｄ ５/１６ ５/２１ 

計画調整の結果をガントチャートで確認 

※ガントチャート表示には市販ソフト「がんすけ」が必要 

26 

負荷調整 A社用転記指示 
A社用転記指示 

工程負荷調整 

MRPとCRPで部品別工程順に展開した 
生産計画は機械の負荷が未調整 

休日・休憩、計画間の競合の調整が必要 

工程ごとの着手日時と終了日時を決定 

“PDCA”はバックワードまたはフォワード
によるスケジューリング機能をもつ 



PCG   マニュアルで負荷の再調整も可能 
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②調整済の作業計画 

※ガントチャート表示には市販ソフト「がんすけ」が必要 

さらにマニュアルで
負荷を微調整する
ことが可能です 



PCG   ⑥ 作業指示 (MES：工程実行計画) 
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作業指示 

調整済の作業計画 
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現品票(移動票) 



PCG   ⑦ 生産実績入力・集計 

実績入力・集計 

A社用転記指示 
日報入力指示 

生産実績明細表 

生産実績一覧表 

生産進捗管理 

生産性・原価管理 

工程能力マスター更新 

作業日報 
作業日報 

作業日報 

生産実績 

作業指示 
生産活動 

POP対応は別途オプション 

生産性管理(収益性管理)，標準原
価管理は別途、オプション 
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PCG   予/実をガントチャートに表示 

© All Rights Reserved T.Kitamura 

共有ファイル＋ＬＡＮがあれば、各生産現場が情報共有で「見える化」できる 
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※ガントチャート表示には市販ソフト「がんすけ」が必要 



PCG   “PDCA”できることと、その効果 

✔スループット（生産能力）の増加  最大   ７% Up 

✔生産リードタイムの短縮     最大 13% Up 

✔納期遵守率の向上   85% ⇒ 94% Up 

© All Rights Reserved T.Kitamura 

島根県出雲市のＹ機械様(2011.10・前年比) 

現在の“PDCA”は、他の生産管理ソフトと同様、 
計画系の生産管理機能ですが、 

APS機能の追加など、機能強化を行っています 
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PCG   
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PCG  ピークコンサルティンググループ株式会社 

大阪市西区新町1丁目3番12号四ツ橋セントラルビル 
Tel/Fax. 06-6534-1990 E-Mail : kitamura@peak-cg.com 

代表取締役 技術士（情報工学） 北 村 友 博 

中小製造業の方々に喜んでもらえて、 

コンサルタントもハッピーになる。 

そんな欲張った課題への回答の一つとして、 

“PDCA”生産管理システムを、ご紹介しました。 

ご参考になれば幸いです。 

ご清聴有難うございました 


